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月田秀子ファド供楽部
Lf@巴@8ßOCQJ& 日OCQJ~@@ [?&I])@ @[L匂[]3~ CJJ@民間~

月田秀子の昨日、今日、明日・・・

東京て桜が咲き始める ころ、見慣れぬ水色の封筒を受け辰

った。青森に往むK氏からの便リだった。かれ11時々、白づか

で選んだ歯を MDに録音して送ってきてくれた。ブルース、

フォルクローレ、シャンソン、タンゴ、インドの歌、もちろ

んファドもあリ、あらゆるジャンルの款が入って、、て、それ

がまた私のI¥:.;に響く号たばかリだった。 それらのMD11 IKコ

レクションJと題して、大切にどってある。便せんにぎ、っし

リ詰まった小さな丈字で害かれた丈章に、私は何度も救われ

たこ とを志れて l心、な、 、。今回11、何故かワープロで印字さ

れた手紙が添えてあっ た。

月四さんへ

お世話になリます。如何お過ごしですか。ジャーナルあリ

がとう ごさ¥、ました。こちらのほうはやっと春めい"(~ i l 

たが寒さはまだま だ‘続、、Tスッキリしません。本業のほうは

去年父が他界 LたためセッションやCD買ったリという こと

はで、きなくなリ iltこ。FMを聴き綿々とやっ Tいます。が、

殺みの綱のNHKは年々タメになるばかリで苦労の連続です。

この前!i月ーの大岩氏のタンゴ放送が終わって LまいWMT

でもかけな、、かぎリ NHKでラテン音楽濃くことは、、よいよ

殺しくなっ"(~ i lた。時代が時代といえばそれまでですが

ニセモノ が木物を隅に造、、ゃっ T、、る現状に唯々苛立たい、

思いです。肝化のファドのほうですがこのころ以前ほどに関

11::が無くなっ"(~ i lた。壁です。以前!iアマリアの本に虫

Tくる人たちのレコー ド探 L当Tるとすごくま喜 Lかったのに

この頃はどこをつっついたら良、、のかサッノfリ。ファド協会

!i宛Tになリそうにな、、 Lボルトガル行〈 、なんT夢の夢。

潮時でしょう。いままで大変お世話になリ中し訳あリません

が今回を以T終わリに Lたいピ忠、、ます。ファドが知リ t:< 

T色々やってきたけれど情報交換できる人!iN氏以外!i虫T

こず彼が教えてくれたタンゴのファンたちはどの愛情!iファ

ドのファンには祭、、のかもしれない、ピ失望 Lたんです。す

みませんがこれで終わリです。生活のこともあ リますので勘

弁願、、ます。長、、問あ世話にな 1)i lた。オブリガード!

手紙を読んて九時然どし た。

なんで?どうして?なにがあったの?あの熱、、忠、、をいっ

たいどうやってどこに封 じ込めたというの?彼のと ころへ飛

んでゆきたかった。一度も会ったことのな""兄弟のところ

" 。
搾かに、ファドのファンは少な、、。私にとっても、ファド

について情報交換できる友11、数えるほどしか、、ない。25年

前11一人もいなかった。

ただ、ファドを通して、私はたくさんの人たちと虫会、、、

様々な生き方のある こどを教えてもらっ た。 それぞれの苦し

み、悲しみ、そして希望へのまなざし。ファドを通して生さ

ることを語リ令っ た。 そしてそれらのことが私のファドを大

きく豊かにしてくれたと信じている。ファドの何たるかを語

ることよリ 、そのことのほうがずっと大切だと思う。ファド

を感じ、生きていることを感じ、 I¥:.;を熱くする こと。

私の周リには、 「ファドjのファンどいうよリ 「月四悉子」

のファンが圧倒的に多、、。「ファドjという款一筋に生きてき

た 「月田券子jにエールを送ってくれて、、るのだと私11思っ

て、、る。

今年11、月田悉子ファド倶楽部結成15周年にあたる。 5年

前の 10周年記念ノfーティの世話投を引き受けてくだ さった

方々が今回も、記念ノfーティを企品してくれる という。 その

顔ぶれの中にに京都の平井さんが、 、ない。昨年の秋、惑で帰

らぬ人どなった。京都の巴里聖子郊のマネージャーをしてらし

た頃11、月一回のライブの後、必ず近くの行きつけの居酒屋

へ行き、ビールで乾杯した こと、ギタリストの ことやら、フ

ァドの ことや ら、何かにつけ相談にのってもらっ たことを忠

、、点す。

思いもよらぬ悲い、主ロらぜ11、無情にも立て続けに妻章、、込

んでくる。カフェの老舗大阪・法善寺の [ルルjのマスター

が、 5月16日に亡くな った。私がシャンソンを歌っていた頃

からの熱烈なファンだった。いつかもう 一度お庖でライブを

する約束も果たぜなかった。れ 、っかjと、、う言葉はもう伎、、

たくな、、。

7月20日の 「きまぐれコンサー トjに向けて、久しぶリに

ギターの練習をして、、る。ボル トカソレギターの飯泉氏11アル

ゼンチンに滞在して、、たことがあるという。「 きまぐれコンサ

ー りでは彼にギター をサポート してもらって何曲かアルゼ

ンチンのフォルクローレを歌う予定でL必 。5少でも L川、から

毎日ギターに触れること、高野山の中里子姿杖和尚と約束した

ことだから。ひどリででもできる ことだから。和尚に命名さ

れたギター芸者、ギターの腕11上がらな、、ま ま、 0十歳肩で

肩も上がらないど 11.....。

さ よ な う ・ ・ ・ 山 健 さ ん

4月8日、ボルトヌゲルワイ ン専門の庖 「播廃屋jの社長、山

本健氏が、入院先の病院で逝去されたと いう FAXが 「播廃

屋Jの念頭、さん鍵谷氏から送られてきた。

、w健さんとは、ポルトガルどいう当時まだ日本で11マイナ

ーだった国を介しての同志のように思えてならな、、。私がボ

ルトカソしのファドに惚れ込んだように、、1健さんはボルトガ

ルのワインに惚れ込まれた。「月田さんに会わへんかったら こ

んな商売 LどリまへんがなJと、毎回のように聴きに来て下



さった大阪・南方の 「三裕の館jのライブの時、ボツンとお

っしゃったことを若干の責任を応じながら問、、たことを覚え

て、、る。

初めてJj会、、し たのは、 20年liピ前、大阪の山中酒庖での

ライブの時で、大タクの社長故目次敬一式が紹介して下さっ

た。目次氏li、関西学院大学在学中の新聞部の先輩ピいうこ

どで、目次氏が山本氏のこどを 「、L捷さん」ピ呼んでらした

ので、いつのまにか私も親しみをこめてそう呼ばぜて頂くこ

ピになった。

元朝日放送の常務の I 氏ピ一緒に稲畑産業のfì~畑社長のと

ころへ月四のファド活動を庇援するための大医日本ボルトカず

ル協会設立の直談判をしに行ったリ、ファド倶楽部設立のた

めに走り回ったリ、ファドを歌う湯を設けて下さリ、コンサ

ー トの協発をして下さっていた目次氏をtiじめ、私の歌手活

動を庇援して下 さる方々と共に希望に燃えていた日々に、中

健さんがポルトガルワイン専門の会社 「播磨屋jを設立され、

強い味方を得た忠、、だった。 以来ボルトガルワインは、私

のファドのライブやコンサー トの影の立投岩どしてなくては

ならないものとなった。注丈するたびにもL提さんの大医弁を

聞くのも楽しみの一つだった。

その後、目次社長が亡くなリ、昨年ti、長年コンサー トの

スポンサーを担って下さっていたボルトカ、ルビール 「サグレ

スJの輸入元 「庚島jの庚島社長が士くなり、そして、同志

の山健さんまでがこのをを去られるなんて、若かリし頃の私

にti想像もできなかったこどが次々ピ起こる。世代交代の真

っ只中に突入したのかもし れない。失うことがあまリにも多

過ぎる。

昨年の10月、 「三裕の館jでのライブを終えて 「歳ですな、

情けない姿になってしもて、あきまへんわjピおっしゃリな

がら、奥様に支えられて帰る杖をついた山健さんの辛そうな

後姿が頭に焼きイ小、て離れな、、。

最近、歳を重ねることの悲しさ、虚しさばかリが感じられ

てならな、、。それをはねのけるエネルギーが今の私にはない。

ただ思うのは、亡くなられた人たちと重ねた日々の結果今の

私があリ、残されたこの命をたぎらせ生さる こどが、失われ

た人たちの思に報う ただ一つのことであるどいうこと。

ガイアナイト
7月13日の北海道・ ニセコ昆布迅泉 「甘露の森jコンサー

トti、「ガイアナイトJ(北海道洞爺湖サミット道民会議提唱

の二酸化炭素削減運動の一環どして、電気を消 Lて未来に思

いをはぜる夜)の趣旨に焚同した主催岩 「甘露の森jの計ら

、、で、ろうそくに光の中でのコンサー トになります。そのた

め、ご案内のハガキど時間を一時間ずらすこどになリました。

北海道の大地、羊婦、Lの麓で、の-Jfイアナイト、担保し ただけ

でもおがはず、んできます。一人でも多くの人ど共有し たい時

間と空間です。是非、皆様もご参加くださ~、。一人で、白少

の部屋ででも、時間ピ地球への想、、ti共有できるはずです。

* rガイアナイトjは、脚本家・倉本聴さんの命名。ガイ

アはギリシャ神話の大地の女神。聞が半日を覆う本来の

地球を認識する夜、という意昧が込められています。

U(ID cill @~ @(ID ITiJ ~窃@@
MEU AMIGO ESTA LONGE 

J ose Carlos Ary dos Santos 

Alain Oulman 

Nem um poema nem un verso nem um canto 

Tudo raso de ausencia tudo liso de espanto 

Arniga noiva mae irma amante 

Meu amigo esta longe 

E a distancia e tao grande 

Nem um som nem um grito nem um ai 

Tudo calado todos sem mae e nem pai 

Arniga noiva mae irma amante 

Meu amigo esta longe 

E a tristeza e tao grande 

Ai esta magoa ai este pranto ai esta dor 

Dor do amor sozinho， 0 amor m創 or

Arniga noiva mae irma amante 

Meu amigo esta longe 

E a saudade e t五ogrande 

一篇の詩でも 一行の匂でも 一節の款でさえもない

すべてが不在に蒲ち 胸の痛みだけが広がる

友よ 許嫁よ母よ妹よ愛する人よ

私の友ti遠く

その隔たリは かくも大ト、

音、叫び、鳴呼などという声でもない

すべてが黙し みなしごのように訪謹っている

友よ許嫁よ母よ 妹よ愛する人よ

私の友ti遠く

悲 Lみは かくも大きい

ああこの悲しみ、この嘆き、この痛み

孤独な愛の痛み、こよない愛の

友よ許嫁よ母よ妹よ愛する人よ

私の友は遠〈

j憶かしさは かくも深、、



@@[J li@~ 
一一月田悉子宛てにきたれ手紙をご紹介させて、、た小、て

います。励まされる、 l¥:l揺すぶられる言葉、想、、の数々に港

謝しつつ一一

-ごぶさたして居ります。

会報を拝見する度に、胸が熱 くなり ます。この気持は何

なんだろうか、と思います。ファド。今風ではない世界で、

自分を見つめ続けている月田秀子 という人に、懐かしさを

感じてしまう。

歌う人。

語る人。

描く人。

みんな表現者、だと思う 。けれど、表現者は決してナマ

の言葉で、本音は語らなし、。語れない。

会報で、語りかけてくる月田秀子。

ファドを歌っている舞台を思い出しながらその言葉に耳

を傾けています。

私の近況を報告 したくなりました。

俳人、というわけの分からない日々を送りながら、遣う

ジャンルの友人たちの応援をしています。

人はみな、ナ二事かを訴えたいのですね。

一人では何も出来ない。

けれど、 一人にならないと、一人になって考えないと 、{可

も出来ない。

だから、例え方法論が異なっていても 、必死な人の気持

ちは、必死になっている人には分かる、という気がします。

ファド倶楽部会報は、胸キュン であります。

いつかまた逢える日を

いつかまた ライブを聴くことのできる日を 楽しみに

(兵庫.K. D雄)

.久 しく ご無沙汰してい ました ところに、思いもかけず

DVDを拝受、感激しました。

毎日の生放送に追われて いて、こうした叙情の世界を忘

れて過ごしていました。

胸を打つ憂愁の音楽に“深化する月田秀子"を感じます。

良き意味で、生きる時間を重ねること の大切さを、あら

ためて、感じ ました。

やはり“ファド"は誰でもか、歌えるものではないとも感

じ入りま した。

魂を揺さぶる力というものが、なによりも深い感動を呼

ぶのでしょう 。

月田さんの唄をつらぬく精神の深さ 、豊かさに敬服しま

す。

これか らも一層、良き唄を歌い続けてくださ い。

(神奈川.K.T) 

・会報、CD、DVD送っていただき、とて もうれ しく恐縮し

ています。ありがとうございました。

私とファドとの出会いは、 36年程前になります。アマ リ

ア・ロドリゲスの魂の声に感銘を受けたという友人の影響

でした。真っ直ぐでありたいと、生き方探 しをし ていた仙

台時代が懐か しいです。

私が、偶然、 秀子さんの事を知り 、コンサートに出かけ

たのは、1999年です。道新ホールで初めて生のファドを聞

いて、心がゆさぶられ、 強い衝撃を受けま した。あつい涙

が次から次と頬を伝い、深い感動をいただきました。それ

から 2度 (ヒルトンホテル小樽、マカオ観光)コンサートに

行 く機会か、ありましたが、必ず魂の叫びの前に、涙を流 し

てしまいます。

友人の母が認知症を患い、仕事をしながら、自宅での介

護をしていたところ 、ちょっと目を離した隙に、穏やかだ

ったのに行方不明になられた。雪の上の足跡から 、裏山へ

向かったらしいと判断し探しても見つからず、その後吹雪

が続き捜索中断、春の雪解け後の捜索でも何も見つからな

いままでした。そんな現実のまま時が過ぎています。友の

思い、家を探して家を出た友の母の思い、 秀子さんのファ

ドの声に走馬灯の様にいろんなことが思われて しまいます。

CDをいただき、ラジオ深夜便にファドを届けてくだ さっ

たことを知り嬉しく思いま した。介護職にあった時、接し

た高齢者の方達は、それぞれ皆違った深い悲しみを抱えて

生きてお られました。「何で私だけがJという思いが、 まわ

ってばかりいる方もいましたが、 宿命として、うけとめ 「し

かたがないでしょうJと言い切り、耐えるところは耐えて

明るく生きてらした方がいました。夜の孤独の時間に、深

夜便を聞いておられる方でした。

あと 5年といわず、末永くファドを歌い続けていってほし

いです。孤軍奮闘の大変さも初めて知っ たわけですが、 フ

ァドを必要とする人たちの為に歌いつづけ、ファドの心を

届けてほしいと思います。

追伸:気持ちと時間の余裕ができたら追っかけやりたいです。

夢です。 (札幌・ S.M)

o []iJ c[f@ [[ ITCfD @J@~@ 
-早いもので、月田秀子ファド倶楽部カf結成されて 15年になります。関西の会員の方々の呼びかけで、 9月23日に結成 15周

年パーティを予定しています。詳細は後日ご案内申し上げます。

.年末恒例のコンサー卜は去年に引き続き今年もお休みさせていただきます。来春あたりに開催すべく会場探しをしている

ところです。その代りに、11月には、大阪から北陸方面、越の国ツアーを、 各地の有志のご協力を得て組むことができま

した。小さな ライブ活動を大切に積み重ねてゆきたく思っています。点さえ集まれば，50名ほどのライブをその点、をつな

いで開催してゆくことができるのです。全国各地の皆様のご協力をお願いいたし ます。

.遠方からのお客様のご要望により 、渋奇の「マヌエルjでのライブ開始時間を 30分早めて 8時からにしました。 2回ステ

ージで 9時半には終わります。最近、11)名前後のさびしいライブが続いています。皆様の足がぼちぼち向きますように・ 0

・会員の伊川健二氏著 「大航海時代の東アジアJ(A5判/上製・カバー装/396頁/定価 14，700円)が吉川弘文館から出版されま

した。15から 16世紀の日本を取り巻く国際関係を日本、ポルトガル、イタ リア、イ ンド、韓国などアジアとヨーロッパ各

地の資料を縦横に駆使 して、壮大な規模で包括的に考察 した意欲作です。



く月田秀子のスケジ‘ュール>

7月 7日(月) 東京 ・渋奇 「マヌエjレJ *要予約 予約 ・問合せ:tel/03-5738-0125 

8月

9月

開場 ・18:00 ① 20: 00 ②21: 00 (各ステージ30分)

8日(火) 東京・田谷 「マヌヱルJ *要予約

ライブチャージ:2，500円 (入れ替えなし)

予約・問合せ:teI!03-5276-2432 

9日(水) iNOITE DE SAUDADE Vol.57 J (各ステージ20分)

開場:18: 00 ①20・30 ②21・30 ③22: 30 

1 3日(日) 北海道・ ニセコ昆布温泉 「甘露の森・テ ィナーショ ーj

ライブチャ ージ :2，500円 (入れ替えなし)

予約・ 問合せ:tel/0136-58-3800 

ディナー : 19: 00- お一人様 :10，000円

コンサー ト:20: 00-

1 6日(水) 埼玉・浦和 「嬉族inJ*要予約

(ご宿泊はプラス 7，000円)(ホテル甘露の森)

予約 ・問合せ:tel/048-833-7128 (夜間のみ)

料金:6，000円 (食事・ドリンク付)開場:18: 30 開演:19: 30 (2ステージ)

1 8日(金) 大阪・南方「三裕の館J*要予約 予約・問合せ :tel/ 06-6304-17 45 

ステージ :① 20:00 ②21: 00料金:5，000円 (オードブル・ワイン付)

1 9日(土) 神戸・ 三宮 「サロン・ド ・あいりJ *要予約

開場:18: 00 開演:19・00

予約・間合せ:tel/078-241-1898 

料金:5，000円 (料埋ドリンク付)

2 0日(日) 大阪 ・大正 「アゼリアホールJ 予約 ・問合せ:06-6552-7053 (昼間)

06-6552-3820 (夜間)開場 :14: 30 開演:15: 00 

チケット:3，500円 (前売り)3，800円 (当日)ドリンク付

2 1日(日) 名古屋・ 新栄「美雅 (みやび)J *要予約 予約・間合せ:tel/052-896-4561 

開場:15: 30 開演:16: 00 料金 :3，000円 (ワンドリンク付)(名古屋ファドクラブ)

2 6日(土) 東京・恵比寿 「カーザ・デ・ケージョ J *要予約 予約・間合せ:tel/03-3473-5525 

開場:18: 30 開演:19: 00 会費:5，000円 (ドリンク チーズ付)

4日(月) 東京・渋奇「マヌエルj 合要予約 予約 ・問合せ:tel/03-5738-0125 

開場 :18: 00 ① 20: 00 ②21: 00 (各ステージ30分)ライブチャージ:2，500円 (入れ替えなし)

5日(火) 東京・田谷 「マヌ エルj 合要予約 予約・ 問合せ :tel/03-5276-2432 

6日(水) iNOITE DE SAUDADE Vol.58J ライブチャージ・ 2，500円 (入れ替えなし)

開場・ 18:00 ① 20・30 ②21: 30 ③22: 30 (各ステージ20分)

1日(月) 東京・渋昔 「マヌ工jレJ *要予約 予約 ・問合せ:tel/03-5738-0125 

開場 :18: 00 ① 20: 00 ②21・00(各ステージ30分) ライブチャ ージ:2，500円 (入れ替えなし)

2日(火) 東京・四奇「マヌエルj 合要予約 予約・問合せ:teI!03-5276-2432 

3日(水) iNOITE DE SAUDADE Vol.59J (各ステー ジ20分) ライブチャ ージ:2，500円 (入れ替えなし)

開場 :18: 00 ①20: 30 ②21: 30 ③22: 30 

7日(日) 神奈川・海老名 「海老名市文化会館小ホールj 予約・ 問合せ:tel/045-788-8782 

開場:13・30 開演:14: 00 (アンデルセン文化事業部)チケ ット :3，000円 (前売り)

3，500円 (当日)全席自由

2 0日(土) 愛媛・松山「テレビ愛媛ビビ ッ トホールJ 予約・ 間合せ:089-941-8118 (SUN) 

開場 :18: 30 開演 :19: 00 チケット:4，000円 (前売り)4，500円 (当日)

2 1日(日) 香川 ・高松「ポルトガル陶器リスポンj 予約・ 問合せ:087-811-9511 

2 2日(月) 徳島 inight & day J徳島日本ポルトガル協会主催 予約・問合せ:03-3776-6738 

① 19: 30ー ②20: 30- (入れ替えなし)(ワンドリンク付)料金:4，000円

2 3日(火 ・祝)大阪・西天満「チルコ口J
「月田秀子フ ァド倶楽部結成 15周年記念パーテ ィJ

2 4日(水) 宮城・ 仙台

詳細未定

2 6日(土) 東京・恵比寿「カ ーザ・デ・ケージョJ会要予約 予約 ・間合せ:tel/03-3473-5525 

開場:18・30 開演 :19: 00 会費:5，000円 (ドリ ンクチーズ付)

<編集後記> I 月田秀子ファド倶楽部ホームページ

20年ぶりにジョ ギングを始めた。首都高と第一京浜にはさまれた

都会のオアシス。噴き出す汗が気持ちょい。今年の夏は涙の代わりに

いい汗を流せますように。9月、 11月は思い切りライブを組ませてい

ただきました。皆様のお越しを切にお待ちしています。

http://www.fado.jp/ 
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